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協力してくれる方募集中！

「宇都宮市つながりサポート女性支援事業」にて済生
会宇都宮病院から提供されていた
生理用品の配布が今年で終了してしまいます。

来年度も続けていきたいtと考えていますので、
皆さんのご協力お待ちしております！



学び×話し合い×実践×学生

②Free!!!!の活動方針

学び

Free!!!!では、実際に地域で話題になってい

る事柄や、社会的に注目されているテーマ

に対して学びの機会を提供していきたいと

考えています。ここで扱うテーマは分野を決

めたりはせずに、その都度Free!!!!が今設定

すべきだと考えた事柄について学んでいき

ます。

1 2 話し合い

Step1にて学んだテーマに対して、そこでと

どめることなく、自分の意見を互いに交換す

ることで1人での学びでは得難い他の人の

意 見も持ち帰ってもらいます。そのため、

Free!!!!が行うワークショップなどの活 動の

際には必ずディスカッションの時間を設ける

ようにしています。



実践3

step1、step2を通して得たものを実践に移

すことで深みのある学びになることを目指し

ます。学びから話し合いという流れはよく授

業などでも使われています。Free!!!!では授

業形式の学びでは終わらせずに、実際に行

動に移すところまで含めて1つのプロジェクト

としています。

主体・運営を学生が行うことで、参加の対象

となる学生と似たアンテナでテーマを設定す

ることができると考えています。また、教 授

や社会人といった大人の運営ではないた

め、運営と参加どちらもが学生であるため

主体的に学び、発言、実践に移していけると

考えています。

学生4

学び×話し合い×実践×学生

①Free!!!!の活動方針





アウトプット

学び×話し合い×実践×学生

③活動の流れ

インプット

中心メンバー(5名)

企画
プロジェクト
メンバー決定

中心メンバー(5名)

Free!!!!メンバー(数名)

ワークショップ参加者(数名)

実践する

プロジェクトメンバー

1 2 3 4

プロジェクトメンバー

3学ぶ1
話し合う2

学ぶ1
話し合う2

(ワークショップ等の開催)



④立ち上げの経緯
　最初の活動とそれに関わるその後の活動

1，代表がワークショップ参加
2，ワークショップ開催を提案される
3，Free!!!!結成　ワークショップ開催に向けて
4，ワークショップ開催
5，ワークショップのその後



　Free!!!!代表の保土沢が昨年宇都宮大学で行われたワークショップである「Time 
of the month.生理をとおしてみる社会」に参加する。このワークショップで宇都宮大
学男女共同参画推進室の川面充子先生や地域デザインセンターと面識を持つ。

1，Free!!!!代表が生理の貧困に
　  関するワークショップ参加

内容
・そもそも生理の貧困とは
・生理の貧困の背景にあるものとは
・実態として何が起こっているのか
・私達にできることとは



2，ワークショップ開催を提案される

①　

　昨年の冬に地域デザ
インセンターに保土沢
が「何かをやりたい！」
という漠然とした相談を
する。

②
　丁度その頃、大学のトイ
レに生理用品の設置が検
討されており、生理の貧
困に対する学生のアイデ
アが求められていた。

③
　そこで、これらに関す
るワークショップを開催
してみないかと地域デ
ザインセンターに持ち
かけられる。



3，Free!!!!結成　ワークショップ開催に向けて

　ワークショップ開催に向けて、保土沢が所属している地域デザイン科学部コミュニ
ティデザイン学科の学生に声をかけた。そこで集まったのがFree!!!!のメンバーと
なった。

　ワークショップの議題や、議論の方法、資料の作成な
どを行う。全員にとってイベントを自分たちで主催する初
めての経験だったこともあり、地域デザインセンターに
助けてもらいながら手探りで進めた。　



内容

・生理用ナプキンの機械設置に向けて設置に適した場所

・生理用ナプキンの配布方法について

・自身の生理についての見解や考え

・それぞれが興味を持つジェンダーに関わる社会問題

　（LGBTQ、育休・産休、外国と日本の意識の違いなど）

　 地域デザイン科学部を中心に国際学部、農学部と幅広い学部

生の参加があった。また、男性の参加者もおり、男性目線の意見

も含めることができた。

4，ワークショップ開催

ジェンダーって何だろう？
～生理の貧困について考える～

　開催日　2021年　12月23日(金)
参加者数　　　　　　　　　19名



4，ワークショップ開催



5，ワークショップのその後
　  ナプキン配布第１弾

実施日　　　　　　　2022年1月19日
　　　　　　　 　　　　　　1月25日
合計配布数　　　　　　　 259セット
　

配布するにあたり
・性別に関係なく配布する
・2つのキャンパス両方で配る
・チラシを作成して宇都宮大学生全員が 利用
してるアプリで連絡してもらう
・それほど目立たない場所で配布する

↑作成したチラシ



経緯
「ジェンダーってなんだろう？」の参加者に、宇
都宮大学公認団体の宇都宮大学LGBTs研究
会にじみやに所属している方がおり、川面充
子先生を通してワークショップの共同主催をお
誘いいただいた。

内容
宇都宮大学に設置される"みんなのトイレ"に
使われるトイレサインを考える。
いくつかのトイレサインを参考にしながらみん
なが使いやすい・分かりやすいトイレサインに
ついて考えた。

5，ワークショップのその後
　  トイレサインを再考しよう！



5，ワークショップのその後
　  ナプキン配布第２弾

実施日　　　　　　　2023年1月16日
　　　　　　　 　　　　　　1月17日
合計配布数　　　　　　 約150セット
　

配布するにあたり
・性別に関係なく配布する
・2つのキャンパス両方で配る
・チラシを作成してトイレに貼り周知する
・それほど目立たない場所で配布する

↑作成したチラシ



⑤その他の活動内容

宇都宮のごみ削減について
考えよう！行動しよう！

イベントの概要
2022年2月に宇都宮市のゴミ処理施設で火災が発生し、
宇都宮市のゴミ焼却能力の約７割を喪失した。そのため
燃えるゴミの削減が求められていた。このことを知り、宇
都宮大学生が大学内でできること、宇都宮市でできるこ
とを考えるためのワークショップを開催した。そこでの内
容を宇都宮市へ提案し実現までを目指した。



なかのじょう探検隊

参加者の感想

イベントの概要
群馬県中之条町で東京都北区と中之条町の小学6年生
を対象とした森林体験学習プログラムをNPO法人中之
条コネクトや中之条町と共に計画・実施した。
林業に触れてもらうこと・中之条町を知ってもらうことを
テーマに自己肯定感を上げるためのプログラムにした。

東京の友達と交流できたのと皆んなで楽しく
過ごせたのがとても楽しかった。

木が多くて空気がきれいできもちよかった。川が
近くにあり、川の音など自然を感じられてよかっ
た。木工体験が楽しかった。電ノコで切るのが楽
しかった。



高齢者スマホ教室の開催

イベントの概要
陽東コミュニティセンターにて、高齢者スマホ教室を実施。
２０名の方が参加してくださり、２時間いっぱいスマホの使い方について
お伝えしてきました。

参加者の声

・LINEの使い方を知れて良かった！これから孫と
連絡するときに使っていきたい

・スマホと使えるようになったみたいで嬉しかった。
また参加したい！



高校生の探究支援

プロジェクト内容
宇都宮中央高校の探究授業に関わり、高校生の思考の質の向上高校生と大学生の交流の創出を目
的として活動している。

支援内容

・題材発見　                             ・情報整理
・スケジュール管理                  ・調べ方の方法
・プレゼンテーションの方法



⑥広報

あしかもメディア

　若者と、栃木のヒト・コト・モノ・シゴトを繋いでいく総合
地域メディアであるあしかもメディアに取り上げていただ
きました！Free!!!!のコアメンバーそれぞれの活動への
思いが紹介されています。
　あしかもメディアの気になるニュースに掲載されている
ので、是非ご覧ください！



SNS関連

Instagram Twitterフォローお願いします!!

メール：freediversity2021@gmail.com


